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論文内容の要 t:::. 
目

Mをエルミー卜計量をもっ複素多様体の相対コンパクトな領域で滑らかな境界をもつものとし， AP,q 

をM上の滑らかな (p ， q) - form 全体とする。 D叩を AP， q の元で θ の共役作用素の定義域 lζ入るもの

全体とする。 DP，q 上の二次形式を Q (φ ， ψ) = (否ゅ，8ψ) 十((司*ゆ. (否)キ ψ+ (φ ， ψ) で定義す

る。

次の問題を考える。 fεAP fI I乙対して，次の条件を満たす uεDP，q はあるか，またし、かなる評価を

持っか。

(0 , 1) Q (u ， φ) 二( f .ゆ) for YφξDPρ 。

これを次の仮定 (0 ， 2) の下で考える。

(0.2) Q (久ゆ)孟KLJO|2ds t-or 正 DPρ
得られた結果を表わすために記号等を少し導入する。 Uを境界 bM と交わる開集合で. U上には次の

様な( 1 , 0) 型のベクトノレ場 {Z1... ， Zn} があるものとする。 Uの各点で{ z 1. ・・， Z n }は(1，
1θθθ 

0) 型接ベクトルの o~n ， s であり， Zn =A (百一江 J 石)である，乙こに万五は bMの外向き法

ベクト jレ場で J は複素構造である。

( O. 1 )の解 u についてKohnは次の評価を出した。(。と (1を UI乙台をもっ C民級の実関数で. supp( 。

は{ (1三 1 }の内部に含まれるものとする。そのとき

1¥ (oullk+l 壬 Ck{11 fllo+ II( 1 i"11 k} for k主 O.

乙乙にノルムは L2ーソボレフノルムである。

乙のKohnの評価では u の一階上の微分しか扱っていないが，この論文では次の様 lと u の二階上の微分
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まで評価できた。

11マWi マW j (0 u 11 k + 11マ Zn ( 0 u 11 k+1 三 CkUlf 110+ 11(1 f Ilk} for 1 手 i • J 壬 2 n-2 , k と 0 ，

ここに WZj 二 1m Z j , W Z j _ 1 = Re Zj でマは適当な接続である。

次に θ- 問題に対する鋭い評価を述べる口今 {)EApq が θ- exact とする。このとき万程式 θv二 Oの

解で θ の零空聞に直交するものは次の評価をもっ。

エ ?JT211マW/OV 11 k + 11マ Zn(ovllk 三五 Ck 11 () 11 k for k孟 o t 

論文では簡単のため，証明は C n 内の領域について述べ，それを一般の複素多様体への拡張の方法と

必要な微分幾何の知識を Appendixに述べた。

論文の審査結果の要旨

滑らかな境界をもっ複素 n 次元有界領域Mでの θ-ノイマン問題

Mで口 U二 f かっ U ，a uξDom (θ キ) .即ちbMでi(Zn')u= 0 , i(Zn')θu= 0 , 

ただし u ， fは (p ， q) 型微分型式としZn' は境界bMで正則法線ベクトルと一致する( 1 , 0 )型ベクト Jレ

場を表わす。

は 2 階楕円型境界値問題であるが統御性の条件が満たされないため， f がソホレフ空間 Hk(M) に属して

いても u は H k + Z (M) に属するとは限らない。 Mが強擬凸領域であり， q己 1 のとき広義の解 uが存在

すること及び f が H k (M) に属すならば u は H k + 1 (M) に属す乙とがJ.J. Kohn によって示されている。

u のすべての 2 階偏導関数がHk(M) に属さなくてもある万向の 2 階偏導関数がぽ(M)に属するのでは

なし、かという乙とが解の微分可能性に関する次の問題になり，これに関し， P. C. Greiner と E. M. Stein 

は次の乙とを示した。 uのallowableな方向の 2 階偏導関数は Hk(M) に属し， Z' n Uのすべての方向の 1

階偏導関数は H k + 1 (M) に属す。ただしここで境界への制限がT 1,0 (bM) EBT 0,1 (bM)I乙属するベク卜

jレ場を allowable なベクトル場という， Greinerと Steinは L2_ソボフノルムのみで、なく一般の LP ソボレ

フノルム (1< p <∞) . Lipshitz ノノレムに関しても同様の乙とが成立することを示しているが， Mは

強擬凸としてレヴィ型式が非退化であること，計量が境界でレヴィ型式と一致する，即ちレヴィ計量で

あることを仮定している。斉藤君は uソボレフノノレムに限るが一般のエルミー卜計量に関して強擬凸性

より弱し、仮定のもとで上記のことが成立する乙とを示した。乙れの応用として非斉次コーシ-・リーマ

ン方程式すv 二 O の解v で、万一閉な微分型式に直交するものに関して O がHk(M) に属すればvの allowable

な万向の l 階偏導関数と Z'nVが何れもHk (M) に属する乙とを示した。

斉藤君の論文はGreiner と Steinの結果に含まれる不自然な仮定を除去して，一般な条件のもとに θ ノ

イマン問題，非斉次コーシー・リーマン方程式に関して重要な評価を得たものであり，理学博士の学位

論文として十分価値があるものと認める。
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